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はじめに 

 テンジクカワアナゴ Eleotris fusca (Bloch & 

Schneider, 1801)は体長が 17 cmに達する，ハゼ亜

目Gobioideiカワアナゴ科Eleotridaeの両側回遊魚

である（明仁ほか，2013；Mennesson et al., 2018; 

瀬能ほか，2021）．本種の分布域は，インド－太平

洋の主に熱帯および亜熱帯域であり，国内では主に

琉球列島や小笠原諸島の河川に分布している（明仁

ほか，2013；Mennesson et al., 2018; 瀬能ほか，

2021）．また，黒潮の影響を受ける鹿児島県から福

島県にかけての河川においても多く記録されている

（明仁ほか，2013；山川・瀬能，2015；是枝ほか，

2022；山川ほか，2023a）．近年は北限の更新が相

次いでおり，地球温暖化に伴う水温上昇によって，

本種の分布が北上している可能性が示唆されている

（山川ほか，2018；小林ほか，2022；山川ほか，

2023a）．この傾向をモニタリングするため，著者ら

は特に分布北限付近の関東地方および東北地方にお

ける本種の採集調査に尽力している． 

 第3著者は2020年に神奈川県の鶴見川において，

本種 1個体を採集した．この個体は本種の同県東京

湾流入河川における初記録となるため，ここにその

分布情報を，標本情報や生息環境情報と併せて報告

する．  

材料と方法 

 採集調査は，第 3 著者が 2020 年 4 月 19 日に約

30分間，神奈川県横浜市を流れる鶴見川の新羽橋周

辺（図 1）において，手網（間口 33 cm，網目 2 mm）

1 筑波大学大学院生命環境科学研究科生物科学専攻 

〒305-8572 茨城県つくば市天王台 1-1-1 

Biological Sciences, Graduate School of Life and 

Environmental Sciences, University of Tsukuba 

1-1-1 Tennodai, Tsukuba, Ibaraki 305-8572 Japan 

2 神奈川県立生命の星・地球博物館 

〒250-0031 神奈川県小田原市入生田 499 

Kanagawa Prefectural Museum of Natural History 

499, Iryuda, Odawara, Kanagawa 250-0031, Japan 

3 株式会社ケンオー 

〒245-0011 神奈川県横浜市泉区中田町 3048 

Kenoh Co., Ltd. 

3048, Nakata-cho, Izumi-ku, Yokohama, Kanagawa 

245-0011, Japan 

* Email: uchukawaanago@gmail.com 

mailto:uchukawaanago@gmail.com


山川宇宙・和田英敏・碧木健人 相模・武蔵の自然探検 1: 5–9, Jul. 2025 

6 

を用いて実施した．採集された魚類は持ち帰り，氷

殺した．その後，第 1著者が 10%ホルマリン水溶液

で固定し，後日 70%エタノール水溶液に置換した．

この際，他の研究にも供試するため，固定前に右胸

鰭を切除し，無水エタノール水溶液で保存した． 

 標本の各部の計測および計数は，中坊・中山（2013）

および明仁ほか（2013）に従って行った．標準体長

（standard length；以下，SLと表記）はノギスを

用いて 10分の 1 mmの精度で計測した．種の同定

は明仁ほか（2013）に従った．標本は神奈川県立生

命の星・地球博物館の魚類標本資料（KPM-NI），固

定後に撮影した写真は同館の魚類画像資料

（KPM-NR）として登録した．同館における標本番

号は，電子台帳上ではゼロが付加された 7桁の数字

が使われているが，ここでは標本番号として本質的

である下 5桁で表した． 

 なお，本稿において，相模湾および東京湾の定義

は Senou et al. (2006)に従った． 

 

結果と考察 

カワアナゴ科 Family Eleotridae 

テンジクカワアナゴ 

Eleotris fusca (Bloch & Schneider, 1801) 

（図 2） 

標本：KPM-NI 79775（KPM-NR 232853），1個

体，28.0 mm SL，鶴見川（神奈川県横浜市港北区

新羽町），2020年 4月 19日，碧木健人採集． 

 上記標本は，前鼻管が長く，その先端は上唇に達

すること，眼下の横列孔器列数が 8であること，縦

列孔器列Aを横断する2本の横列孔器列の間に1本

の横列孔器列があること，鰓蓋部の上下の孔器列は

後方で接することが，明仁ほか（2013）のテンジク

カワアナゴの標徴と一致したため，本種に同定され

た． 

 この個体は，鶴見川にかかる新羽橋の左岸橋脚周

りにおいて，砂礫底から採集された．採集地点は淡

水域であり，水深は約 0.5 mであった．本種は淡水

域に生息するとされており（瀬能ほか，2021），本

研究の採集環境はこれに合致する． 

 本種は，国内では小笠原諸島および福島県，茨城

県，千葉県，神奈川県，静岡県，愛知県，和歌山県，

高知県，愛媛県，大分県，宮崎県，鹿児島県，琉球

列島から記録されている（明仁親王，1967；伊藤，

2003；荒尾ほか，2008；大塚ほか，2010；神田，

2011；平嶋・中谷，2012；中谷ほか，2012；立川・

宮島，2012；明仁ほか，2013；吉郷，2014；山川・

瀬能，2015；池，2017；三井，2018；山川ほか，

2018；金川ほか，2018；板井ほか，2019；尾山ほ

図 1．採集調査を実施した地点（●）． 
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か，2021；瀬能ほか，2021；工藤，2021；小林ほ

か，2022；是枝ほか，2022；金子ほか，2022；山

崎ほか，2022；古𣘺ほか，2023；山川ほか，2023a；

山川ほか，2023b；金川ほか，2024；外山ほか，2024）．

神奈川県内では，相模湾流入河川である酒匂川およ

び同水系下菊川，相模川，同水系小出川，下山川，

前田川，松越川水系竹川，川間川，毘沙門湾流入河

川から記録されている（山川・瀬能，2015；三井，

2018；山川ほか，2018；工藤，2021）．今回の鶴見

川からの記録は，同県の東京湾流入河川における本

種の初記録となる．  

 本種の成熟サイズは約 50 mm SL とされており

（Maeda et al., 2008），上記標本は稚魚であると考

えられる．本研究では新羽橋周辺にて採集調査を行

ったのみであるが，本種は 1標本しか得られていな

いこと，また，横浜市環境科学研究所編（2020）や

Itsukushima & Maruoka (2022)など鶴見川水系に

おける近年の魚類相調査で本種が得られていないこ

とも考慮すると，同河川において本種が再生産して

いる可能性は低い．しかし，近年，関東地方や東北

地方南部で本種の記録が相次ぎ，神奈川県の酒匂川

水系下菊川や福島県いわき市の河川では成魚と考え

られる個体も記録されている（山川・瀬能，2015；

三井，2018；山川ほか，2018；工藤，2021；小林

ほか，2022；金子ほか，2022；山崎ほか，2022；

山川ほか，2023a；外山ほか，2024）．今後，鶴見

川において，本種が成熟し再生産する可能性も考え

られるため，モニタリングを続けていく必要があろ

う． 
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